
▲災害に強いまちづくりに向けて意見が交わさ
　れたパネルディスカッション

▲基調講話を行った中村総括主査（右）と有村
　准教授（左）
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２
月
19
日
㈮
、
市
民
会
館
で
、
登
別
市
市
制
施
行
45
周
年
記

念
事
業
『
登
別
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
』
（
市
、
登

別
市
連
合
町
内
会
主
催
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
な
ど
を
考
え
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
意
識
を
醸
成
す
る
こ

と
を
目
的
に
２
部
構
成
で
開
催
。
市
民
や
各
町
内
会
な
ど
の
役

員
、
市
職
員
な
ど
、
約
450
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
第
１
部
で
は
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市
防
災
局
防
災
課
の
中
村

吉
雄
総
括
主
査
と
、
室
蘭
工
業
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
の
有

村
幹
治
准
教
授
を
招
き
、
防
災
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
基
調
講
話
を
行
い
ま
し
た
。

　
中
村
総
括
主
査
は
、
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
防
災
力
向
上
の

た
め
に
は
日
頃
か
ら
の
地
域
の
強
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
や
地

域
間
の
連
携
が
大
切
だ
と
話
し
、
有
村
准
教
授
は
、
防
災
・
減

災
の
た
め
に
、
地
域
で
役
割
分
担
を
適
切
に
行
っ
て
い
く
こ
と

な
ど
の
必
要
性
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　
第
２
部
で
は
、
防
災
を
テ
ー
マ
に
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
関

す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、
参
加
者
は
、
主

体
的
な
行
動
を
起
こ
し
、
地
域
の
防
災
力
向
上
に
取
り
組
む
重

要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

エ
ゾ
シ
カ
を
知
ろ
う

エ
ゾ
シ
カ
を
知
ろ
う

　
２
月
19
日
㈮
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
、
平
成
27
年
度
婦

人
セ
ン
タ
ー
事
業
『
聞
い
て
、
食
べ
て
『
エ
ゾ
シ
カ
』

を
知
ろ
う
』
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
子
育
て
中
の
女
性
を
対
象
と
し
て
、

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
目
指
す
女
性
を
支
援
す
る
こ

と
を
目
的
に
、
女
性
が
働
く
こ
と
に
関
す
る
制
度
な
ど

を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ス
ト
レ
ス
発
散
や
気

分
転
換
に
効
果
の
あ
る
講
座
を
行
う
も
の
で
す
。

　
参
加
者
は
、
女
性
就
労
支
援
の
取
り
組
み
や
エ
ゾ
シ

カ
に
つ
い
て
の
講
話
を
聞
い
た
後
、
エ
ゾ
シ
カ
肉
の
調

理
を
体
験
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
、
中
里
絵
里
さ

ん
は
「
簡
単
に
調
理
が
で
き
、
お
い
し
か
っ
た
の
で
、

今
度
は
家
で
作
り
た
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

▲エゾシカ肉を調理する参加者

〜
平
成
27
年
度

　婦
人
セ
ン
タ
ー
事
業
〜

な
か  

さ
と  

え
　 

り

な
か  

む
ら

あ
り

よ
し
　
お

む
ら  

み
き  

は
る

地
域
で
考
え
る
温
泉
熱
利
用

地
域
で
考
え
る
温
泉
熱
利
用

　
２
月
19
日
㈮
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
『
の
ぼ
り
べ
つ
地

熱
・
温
泉
熱
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
（
市
、
㈱
道
銀
地
域

総
合
研
究
所
主
催
）
を
開
催
し
、
北
海
道
立
総
合
研
究

機
構
地
質
研
究
所
の
元
所
長
・
藤
本
和
徳
さ
ん
、
洞
爺

湖
温
泉
利
用
協
同
組
合
の
専
務
理
事
・
四
宮
博
さ
ん
に

講
演
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
四
宮
さ
ん
は
、
洞
爺
湖
温
泉
地
域
に
お
け
る
地
熱
の

開
発
や
利
用
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
、
「
地
域
で
考
え
、

取
り
組
み
、
活
用
す
る
こ
と
が
重
要
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
市
内
企
業
や
民
間
団
体
と
連
携

し
て
、
温
泉
熱
を
利
用
し
た
融
雪
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
地
域
ぐ
る
み
で
、

温
泉
熱
利
用
の
さ
ら
な
る
可
能
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

2
19

〜
の
ぼ
り
べ
つ
地
熱
・
温
泉
熱
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

ふ
じ 

も
と  

か
ず  

の
り

し
の  

み
や
ひ
ろ
し

▲江戸時代に書かれた日誌など、古い資料を使って登別温泉やカ
　ルルス温泉について説明する藤本さん

防災の備えを学び、
防災対策の必要性を再確認
防災の備えを学び、
防災対策の必要性を再確認
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～登別市市制施行45周年記念事業『登別市協働のまちづくりセミナー』～～登別市市制施行45周年記念事業『登別市協働のまちづくりセミナー』～

聞いて、食べて、エゾシカを知る

平成27年度　婦人センター講座

２月19日金、婦人センターで、平成27年度婦人センター講座『聞いて、食べて『エゾシカ』を知ろう』（市主催）を行いました。

本講座は、子育て中の女性を対象として、仕事と子育ての両立を目指す女性を支援することを目的に、女性が働くことへの環境整備状況を周知するとともに、ストレスの発散や気分転換に効果のある趣味の講座を行うものです。

参加者は、女性就労支援の取り組み、エゾシカについての講話を聞いた後、エゾシカ肉の調理を体験しました。参加者の一人、中里絵里さんは「思っていたより簡単に調理ができました。美味しかったので、今度は家で、ぜひ作りたいです」と話してくれました。

▲基調講話を行った中村総括主査（右）と有村

22東　奔　西　走


